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１．研究目的 
 
近年、教育現場において大学生が主体性・自主性を持ち、ボランティアとして支援活動を行っ
ている。学生にとって学校という場で児童生徒と実際に関わることは、その後の進路に大きく影
響している。教育実習以外に学生が教育現場に接する活動は、学生自身の教員資質を高め、実際
に教職に就くための準備行動へとつながることが示唆されている（小泉、2008）。 
 学校支援ボランティアの活動内容では、特に発達障害又はその疑いのある児童生徒への支援や、
家庭環境に課題のある児童生徒への支援及び、いじめの問題等に対する支援ニーズがあり、前提
として児童生徒の教育的ニーズを把握し見立てる力が教師に求められている。 
本学では、2005 年度より学校支援ボランティアとして近隣の小中学校に学生を派遣しており、
教師を目指す学生が、小中学校に出向き特別な配慮が必要な児童生徒に対する支援に関わってい
る。また、本学では学校支援ボランティアをティーチング・アシスタントと呼称し、初めて活動
に参加する学生には、「教育の現場を知るⅠ・Ⅱ」という授業において、事前事後学習を含め単位
として認定している。 
学校支援ボランティア活動に参加する学生にとって、教科や教職に関わる科目の専門知識に加
えて、児童生徒の実態を多角的に見立て支援する力を身に着けることは、教師になる上で大きな
武器となるに違いない。そこで、本研究では学校支援ボランティア活動に参加する学生のサポー
トプログラムの開発及び有効性を明らかとし、よりよいシステム構築のあり方を検討した。 
 
２．研究方法 
 
（1）学校支援ボランティア活動の教育的効果の検討 
 ①調査対象者 
小中学校で学校支援ボランティア活動に参加経験がある学生を調査対象者とした。 
 ②調査内容 
学校支援ボランティア活動を通して得た、自己の成長や強みについてたずねた。 
③調査方法 
2015年 2月～3月に、自由記述式の質問紙調査を実施した。 
 ④分析方法 
自由記述の分析は、 自由記述欄に書かれていた記述をテキストデータに置き換えた。その後、
誤字脱字の修正、 表記の統一（例：子供、小学生→ 「児童」、 みんな、中学生→ 「生徒」、
先生、教員→ 「教師」） を行った。加えて、複数の内容が含まれている記述は、まとまりごと
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に文章を分解した。そして、テキストデータについて、形態素解析を行い出現回数が 2 回以上
の語を用いて、計量テキスト分析システム KH Coder による共起ネットワーク分析を行った。
共起ネットワーク分析は、抽出語の関連性を把握するために用いた分析方法である。 
本研究では、関連のある言葉をそれぞれの距離と結ばれた線の太さでその関連の強さを表し、
全体の傾向を検討した。なお、抽出語の「児童」「生徒」は分析から除外し、「小学校」「中学校」
という外部変数を用いて分析を行った。 
 
（2）学校支援ボランティア活動に参加する学生のサポートプログラムの開発と有効性の検討 
 ①調査対象 
2015 年 4 月より初めて小中学校等で学校支援ボランティア活動に参加する学生を調査対象
者とした。 
 ②調査内容 
初めて学校支援ボランティア活動に参加する学生が教育的効果をより得られるように、（1）
の結果を基に、学校支援ボランティア活動に参加する学生のサポートプログラムを開発した。
プログラムは、学校支援ボランティア活動に初めて参加する学生に対して開講している「教育
の現場を知るⅠ・Ⅱ」の授業内容に導入し実践した（なお、具体的な内容については、後述す
るプログラムを参照いただきたい）。プログラム終了後に、内容の有効性ついてたずねた。 
 ③調査方法 
2016年 1月の授業終了後、プログラムの内容評価を選択式の質問紙で調査した（大変役に立
った～全く役に立たなかった；5件法）。プログラムに関する感想については、自由記述式の質
問紙調査を実施した。 
 ④分析方法 
  選択式の質問項目は、単純集計を行った。 
 
３．研究成果と公表 
（1）学校支援ボランティアに関する学生のサポートニーズについて 
①性別・学校種 
26名の学生から質問紙の回答を得た。小学校における活動は 17名（65.4%）、中学校におけ
る活動は 9名（34.6%）であった。 
②活動を通して感じた自己の成長 
総抽出語数は 186語、出現回数の平均は 1.88（SD=2.85）であった。共起ネットワークによ
る分析の結果、3 つの領域に分けられた。1 つ目は、小学校での活動における生活場面に関す
る領域である。特に、児童及び教師の行動をよりよく観察する力を成長として捉えていること
が推測された。2 つ目は、中学校での活動における学習場面に関する領域である。特に、生徒
がよりよく理解するための指導方法の習得を成長として捉えていることが推測された。3 つ目
は、小学校・中学校に共通した領域であり、特に、子どもに対応する力や教師との信頼関係の
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構築といった、関係作りの深化を成長として捉えていることが推測された（Figure1）。 
③活動を通して身に付けた価値（強み） 
総抽出語数は 198語、出現回数の平均は 1.69（SD=2.22）であった。共起ネットワークによ
る分析の結果、学校種による差異はなく、1 つの領域として示された。小学校・中学校での活
動において、特に、子どもの観察を通して適切な対応を考え、自覚して行動する力を身に付け
た価値（強み）として捉えていることが推測された。また、現場の教師と直接関わりを持つこ
とが出来たという経験自体も価値（強み）であると推測された（Figure2）。 
④分析結果総括 
学校支援ボランティア活動は、学生が児童生徒の理解に必要な観察力や対応力の向上をもた
らす教育的効果があることが示唆された。また、学校現場で直接教師に出会い、信頼関係を築
くプロセスを体験する貴重な機会となり、活動自体が学生自身の価値（強み）として位置づけ
られることも推察された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（2）学校支援ボランティア活動に参加する学生のサポートプログラムの有効性 
 ①サポートプログラムの開発 
  （1）で得られた結果を基に、学校支援ボランティア活動に参加する学生のサポートプログラ
ムを開発した（なお、活動開始時より、特別な配慮が必要な児童生徒の行動・情緒・心理的現
況の理解を促進することをねらいとして、プログラムと連動するかたちで研究代表者が担当し
ている春学期開講の授業「臨床発達心理学」の履修を呼びかけた）。 
プログラムの構成として、春学期は、教育現場に慣れることと、児童生徒の行動・情緒的理
解を深めることをねらいとした。前半はボランティア活動の意義や、教育現場で活動する際に
守るべきルールについてガイダンスを行った。加えて、先輩から活動内容を聞く機会を設け、
  
Figure1 自己の成長 Figure2 自己の強み 
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活動の具体性と動機づけの向上を試みた。後半は、活動報告会及びゲスト講師を招いて、様々
な児童生徒の理解促進に努めた。夏休みには、特別な配慮が必要な児童生徒の事例と支援方法
に関するレポート課題を提示した。 
秋学期は、児童生徒及び教師とより良い信頼関係を築いていくことと、支援方法を自ら考え
実践できる力を養うことをねらいとした。秋学期開始時に、夏休みの課題について発表する機
会を設定した。中盤では、活動報告会を設け現状の課題について話し合った。その後、子ども
との関わり方に課題を感じている学生が多かったため、I メッセージを用いた気持ちの伝え方
に関するグループワークを追加導入した。後半では、ゲスト講師による小学校での支援事例を
基にした検討会を行った（Figure3）。 
 
春学期 秋学期 
第 1回 ガイダンス（身なり・服装等）  TA活動再開（9月中旬） 
第 2回 先輩から聞く TA活動 第 15回 課題発表①（支援方法を考える） 
第 3回 報告書の意味と集団守秘義務 第 16回 課題発表②（支援方法を考える） 
 TA協力校挨拶（5月初旬） 第 20回 第 3回 TA活動報告会 
 TA活動開始（5月中旬） 第 23回 Iメッセージによる伝え方① 
第 9回 第 1回 TA活動報告会 第 24回 Iメッセージによる伝え方② 
第 10回 発達障害と愛着障害（ゲスト講師） 第 25回 事例検討会（ゲスト講師） 
第 14回 第 2回 TA活動報告会 第 29回 第 4回 TA活動報告会 
第 15回 試験（筆記・レポート）と課題説明 第 30回 試験（筆記・レポート）と課題説明 
Figure3 サポートプログラムの一覧 
 
②サポートプログラムの有効性 
 プログラム受講者（36名）が、印象に残った内容として最も多かったのは、Iメッセージに
よるコミュニ―ション方法であった（15 名、41.7％）。理由として、「主語を意識することで、
伝える意味合いが変化することに気づいた」「今では、子どもとの関わりの中で、意識して I
メッセージを使えるようになった」などがあげられた。また、活動報告会以外の内容について、
「大変役に立った」と「だいたい役に立った」という評価を得た。学生の評価より、開発した
プログラムは、学校支援ボランティア活動に初めて参加する学生たちにとって、児童生徒の様
相をより良く理解したり、支援方法を紡ぐ動機を高める効果が示唆された。 
 
（3）成果の公表と今後の課題 
学校支援ボランティアに参加する学生の気づきを基に教育的効果を検討した研究（1）は、2015
年日本教育心理学会第 57 回総会にて発表した。現在、得られたデータを精査し、2016 年日本特
殊教育学会第 54回大会で発表する予定である。今後は、学生のボランティア活動及びプログラム
の有効性を協力校である学校（管理職と担当教師）による外部評価を分析し、包括的なサポート
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システムのあり方について「発達障害支援システム学研究」への投稿を計画している。 
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